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弊社WEBサイトでは、食品工場の衛生管理や防虫対策に関するお役立ち情報を掲載しており

ます。品質管理のご担当者様や工場の管理者様が抱える課題の解決、生産性向上のヒントとなる

コンテンツを定期的に更新しております。こちらでは、そんなお役立ちコンテンツを1つピック

アップしてご紹介いたします。

お役立ちコンテンツ

食品工場様向け

食品工場における金属検出機やX線検査機の活用は、製造工程での異物混入対策に効果的です。

しかし、検査機をただ導入しているだけでは、効果的な対策とは言えません。今回は、検査

機の仕組みと異物混入リスクを最小限に減らすための活用法について解説します。前編では

検査機の重要性と仕組みについて、【後編】では異物混入対策製品についてご紹介します。

食品の異物混入において、金属検出機やＸ線検査機はどのような役割を果たしているので

しょうか。まず、異物混入件数からわかる、検査機の重要性についてご説明します。2014年

4月から2016年11月にかけて発生した、事業所での食品の異物混入が要因となる健康被害は、

236件であったと報告されています。そのうち、金属やガラス片などの硬質異物が要因と

なったものは、214件（健康被害236件全体の90.7％）も発生しています＊1。この報告から

わかることは、金属やガラス片を発見することのできる金属検出機・Ｘ線検査機は、健康被

害につながる異物を検出する重要な装置であるということです。異物混入対策として金属検

出機やＸ線検査機が十分に活用されていれば、報告された健康被害の約9割は未然に防ぐこ

とができたかもしれません。

【前編】衛生管理の質を向上！金属検出機・X線

検査機の仕組みと活用法

金属検出機とX線検査機の重要性

https://burrtec.co.jp/sanitary/knowledge/kohen_burrkinta_burrkinta-x/


図：むしかまぼこの工程（厚生労働省のHACCPモデル例＊2）

また、金属検出機・X線検査機は、図のようにHACCP工程における最後のCCP（重要管理点）

として位置づけられることが多く、ゴールキーパーのような役割も果たしています。
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したがって、金属検出機・X線検査機は、健康に直接かかわる硬質異物を検出することが可

能な異物検査機であり、HACCPの最後のCCP（重要管理点）として位置づけられることの多

いゴールキーパーとして、非常に重要な役割を担っているのです。

金属検出機とX線検査機の仕組みと注意点

金属検出機とX線検査機の仕組みや違いなどについて解説します。

金属検出機

仕組み

金属検出機は、金属のみを通す装置です。装置のトンネル部分に磁界を発生させ、そこに検査

対象が通過した際に、磁界の反応を監視します。一定のリミットを超える反応を示したときに、

金属の混入として判断されます。金属検出機は、検査する製品のサイズや温度、水分量や塩分

量によって感度が異なります。一般的に、サイズが小さく、低温で、水分量や塩分量が少ない

製品ほど小さな金属を検出しやすくなり、反対にサイズが大きく、高温で、水分量や塩分量が

多い製品ほど、小さい金属の検出が難しくなります。

注意点

①金属検出機の周囲1m以内に、他の機械を設置しない。

金属検出機は、他の機械のモーターや金属同士の接触によって発生したノイズが要因となり誤

検出される恐れがあるため、他機器から1m以上離して設置しましょう。

②作業前にテストピースを使用し、動作確認をする。

検査対象が金属検出機のヘッドを通過する位置によって、検出感度が異なります。特にトンネ

ルの真ん中を通過する際、検出感度が最も鈍くなります。そのため、テストピースは感度の低

いトンネルの中央部を通過させましょう。

金属検出機のより詳しい原理については、金属検出機の性能を最大限発揮させる５つのポイン

トと対策をご覧ください。

https://burrtec.co.jp/sanitary/knowledge/metal_detector_effectivenss/


仕組み

Ｘ線検査機は、金属と金属以外の異物を検出し、個数検査、形状検査、嚙み込み検査も併せ

て検査が可能です。Ｘ線発生源からＸ線が照射され、透過した製品をＸ線センサーで検知し、

透過画像を生成します。その画像を自動で解析し、異物の検査や個数検査等を行います。Ｘ

線検査機は、検査対象の厚みや比重によって、検出感度が異なります。検出される基準とし

て、水に沈む異物（例えば石やガラス、硬骨、ゴムなど）は検出可能です。反対に、髪やビ

ニール、虫や木片などは検出が困難となっています。また、X線には光学消耗品と呼ばれる

ものがあり、X線発生源やXセンサーが対象です。一般的には1万～2万時間で交換が必要です。

金属検出機との違い

①金属だけでなく、金属以外の異物、アルミ包装品での異物検出が可能

②個数検査、形状検査、噛み込み検査が可能

③塩分量や水分量に左右されず安定した検査が可能

④金検よりも、鉄やステンレスへの感度が高い（ただし、鉄粉やアルミホイルなどの厚みの

ない異物の検出は困難）

注意点

①製品サイズにばらつきがあると、検知されない可能性がある

②金属検出機とX線検査機セットでの利用を推奨

③設置する際は、労働基準監督書の届出が必要

Ｘ線検査機のより詳しい原理については、異物検査を的確に行うX線検査機。生産性向上に

つなげる活用方法とは？をご覧ください。

【前編】衛生管理の質を向上！金属検出機・X線検査機の仕組みと活用法

X線検査機

https://burrtec.co.jp/sanitary/knowledge/xsenkensyuthuki


製造工程での異物混入を防ぎ、健康被害を発生させないためには、金属検出機やX線検査機

の活用は非常に重要です。それぞれの機器の仕組みをご理解いただいた上で、セットでご利

用いただくことをおすすめします。次回【後編】では、異物混入対策製品についてご紹介し

ます。こちらもぜひご覧ください。

まとめ
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衛生管理にお困りの方へ さらに詳しい情報はこちら !!

食品衛生オンラインセミナー 受講費無料

WEBから
簡単！

セミナーの日程＆お申込み一般的衛生管理の質が劇的にUP！！

異物検出機の正しい活用方法

金属検出機、X線検査機の原理、金属検出機対応素

材「バーキンタ」シリーズ、X線対応素材「バーキ

ンタⅩ」を採用するメリット、製品紹介、製品を

導入する上での注意点などについて、わかりやす

くご紹介いたします！
バーテック異物検出機セミナー

【前編】衛生管理の質を向上！金属検出機・X線検査機の仕組みと活用法

検索バーテックお役立ち食品

検索

食品工場の衛生管理・防虫対策に関するお役立ち情報は、

弊社WEBサイトに多数掲載しております。

QRコードまたは、以下のキーワードを検索し、アクセスしてください。

https://burrtec.co.jp/event/3573
https://burrtec.co.jp/sanitary/knowledge/

